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北海道から日本全国へ新技術を 

北海道大学・釧路高専と次世代ＡＴＭの創造に向けた共同研究を開始 
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株式会社セブン銀行（本社：東京都千代田区、代表取締役：松橋 正明）は、国立大学法人北海

道大学（本部：北海道札幌市、総長：寳金 清博、以下 北海道大学）および独立行政法人国立高

等専門学校機構釧路工業高等専門学校（北海道釧路市、校長：大塚 友彦、以下 釧路高専）と、

次世代ＡＴＭの創造を視野に入れた産学連携の共同研究を開始いたします。 

 

 

 

 

 

■共同研究の目的と背景 

セブン銀行グループは、2001 年の創業以来スマホＡＴＭや＋Ｃｏｎｎｅｃｔ（プラスコネクト）などのユ

ニークで新しいサービスを生みだしてきました。これからもお客さまと社会にとってより便利なサー

ビスを提供し続ける為には、新たなイノベーションの創出と、金融という枠を超えて身近にあるさま

ざまな社会課題に向き合う必要があると考えています。 

このたびの共同研究は、セブン銀行の顧客志向や独創性といった強みと北海道大学や釧路高

専の持つ学術的、技術的知見を掛け合わせることで、少子高齢化やデジタル化、キャッシュレスが

進行する社会において、セブン銀行のＡＴＭを「社会で最もやさしいデジタルチャネル」として、さら

に発展させることを目的としています。本研究によって得られた成果は、次世代ＡＴＭに留まらず、

ＵＸ（ユーザー・エクスペリエンス）の向上やユニバーサルデザインの拡充等を通じて、可能なもの

は現行ＡＴＭにも適用していく予定です。 

本研究を通じて北海道大学・釧路高専と今後も持続可能な社会、環境とともに「誰一人取り残さ

れない」共生社会の実現に向けた取り組みを進めてまいります。 

 

■研究内容 

「誰一人取り残されない」および共生社会の実現に向け、全国の国立大学の中でも学部数トップ

を誇る北海道大学とは、認知心理学、行動解析、ユーザーインタフェースなど、文系・理系を問わず

幅広い領域で連携を開始し、最先端の研究によって人々の心理や行動を分析し、次世代のＵＩ/ＵＸ

を新たにデザインしていきます。さらに、学内にＡＴＭ実機を設置し、実際に学生に利用をしてもらう

ことで、実証実験を速やかに行うことが可能になります。 

また、セブン銀行代表取締役社長 松橋の母校でもある釧路高専とは、センシングをテーマに、

犯罪を寄せ付けない、ＡＴＭを利用するお客さまにとっての「安心空間」の実現に関する研究を行う

予定です。 



 

 

【共同研究概要： 北海道大学】 

研究内容 期間 研究担当者 
認知心理学からアプローチする顧

客体験の探求 

2024 年 3 月 1 日～2025 年 2 月

28 日 

河原純一郎 

（北海道大学大学院文学研究院 

教授） 

ＡＩと画像認識による予兆行動解析 2024 年 5 月 9 日～2025 年 5 月

8 日 

山本雅人 

（北海道大学大学院情報科学研

究院 教授） 

新たな端末操作インタフェースの

探求 

2024 年 4 月 1 日～2025 年 3 月

31 日 

坂本大介 

（北海道大学大学院情報科学研

究院 准教授） 

 

【共同研究概要： 釧路工業高等専門学校】 

研究内容 期間 研究担当者 
センシング技術による安心空間の

実現 

2024 年度（計画中） 天元 宏 

（釧路工業高等専門学校 教授） 

 

 

【株式会社セブン銀行 代表取締役社長 松橋正明コメント】 

セブン銀行は創業以来、常にお客さまのニーズに的確に応えるべく、役職員の一人ひとりが技

術革新の成果をスピーディに取り入れることで、新しい商品、サービスを開発してきました。当社に

とって最大の商品であるオリジナルＡＴＭは、最新の技術と独自の発想を掛け合わせた集大成です

が、目まぐるしく変化する時代の中で、次世代を検討するにあたっては、従来のアプローチのみで

は足りないと考えました。当社初の産学連携・共同研究を通じ、まったく新しい着想を手に入れ、こ

れからもお客さまの「あったらいいな」を超えるような独創性ある価値を提供し続けていきたいと思

います。 

 

【北海道大学 理事・副学長 瀬戸口剛 コメント】 

本学では寳金清博総長のもと「HU VISION 2030」を掲げ、科学技術における教育・研究の卓越

性 "Excellence"と、教育・研究を社会に広げ地域課題を解決する社会展開力 "Extension"の 2 つ

のエンジンにより、大学発のイノベーションを生み出しています。本共同研究では、本学の多様な研

究領域を融合し、一人ひとりに寄り添った最先端のＡＴＭを開発する卓越的な研究が、誰もが暮ら

しやすいインクルーシブ社会の新たなインフラとなり、地域社会に貢献することを確信しています。 

 

【釧路工業高等専門学校 校長 大塚友彦 コメント】 

高専生にとって、企業との共同研究は「学び方」や社会貢献への「高い志」を体得する絶好の機

会となります。科学技術の進歩が速い今日では学び続ける力や高い志は不可欠であると考え、共

同研究を始点に、学生が未来社会を切り拓く人材へと成長することを期待しています。 

また、本共同研究を通じて高専生の柔軟な発想力と日頃から研鑽を積んでいる画像認識を含む

様々なセンシング技術を掛け合わせることで、セブン銀行様と一緒にＡＴＭ空間を見守り、ＡＴＭを

利用するお客様にとってより安心・安全な空間の実現を目指します。 

 

 

以上 



 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

株式会社セブン銀行 ブランドコミュニケーション部[鄙里・石川] 

Mail：cco-pr@sevenbank.co.jp Tel：03-3211-3041 

 

国立大学法人北海道大学 社会共創部広報課 

Mail：jp-press@general.hokudai.ac.jp Ｔel：011-706-2610 

 

釧路工業高等専門学校 総務課研究協力係 

Mail: kenkyu@office.kushiro-ct.ac.jp  Tel: 0154-57-7216 

 


